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H19（2007）.2.8

ー
町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
準
備
は
、
お
早
め
に
！
ー

申
告
相
談
は
、２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
木
）

　

平
成
18
年
の
1
年
間
の
収
入
、
所
得
、
控
除
等
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、
本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
平
成
19
年
度
町
民
税
（
県

民
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
算
定
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

申
告
書
、説
明
書
及
び
記
載
例
等
の
関
係
書
類
は
、２
月
８
日（
木
）以
降
に
、区
長
、

町
内
会
長
を
通
じ
て
世
帯
ご
と
に
お
届
け
し
ま
す
。
必
ず
期
間
内
に
申
告
書
等
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て

▼
本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
町
に
住
民

票
の
あ
る
満
18
歳
以
上
（
昭
和
64
年

１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
全

員
に
お
届
け
し
ま
す
。

▼
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
と
、
給
与
所
得
以
外
に
所

得
が
な
く
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

人
に
つ
い
て
も
、
氏
名
等
必
要
事
項

を
記
入
し
押
印
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

で
す
が
、早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

①
申
告
期
限
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
申

告
書
の
提
出
、
相
談
が
大
変
込
み
合

う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

②
税
務
署
へ
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

期
限
、
納
期
限
も
同
日
で
す
が
、
申

告
相
談
等
の
結
果
、
確
定
申
告
を
し

て
所
得
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
別
に
加
算
金
、
延
滞

金
等
も
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

申告相談会場と日程

◆と　き　2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）
　　　　　（注１）期間中の土・日曜日は休日となりますが、
　　　　　　　2月 25日（日）のみ開設します。
　　　　　（注 2）受付時間はいずれも午前 9時～ 11時 30分、     
　　　　　　　午後 1時～ 3時 30分。
◆ところ　浜坂多目的集会施設（１階会議室）：浜坂地域在住の人
　　　　　町民センター（１階農林研修室）　：温泉地域在住の人

・・会場にお越しいただく際の注意事項・・

①午前中は大変込み合います。比較的込み合わない午後の利用もご検
　討ください。
②医療費控除を受けられる人は、申告相談を円滑にするため、整理・
　集計して、申告書関係書類と同封してお届けする用紙に記入の上、
　持参してください。
③お届けした町の申告書と、税務署から送付された所得税の確定申告
　書は、持参してください。

‐ 問い合わせ ‐
税務課　住民税係　℡（0796）82-3113
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広報しんおんせん（2月号）

▼
税
務
署
か
ら
今
回
の
確
定
申
告
書
等

が
送
ら
れ
て
き
た
人

▼
所
得
税
額
が
算
出
さ
れ
、
３
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
所
得
税
を
納
税
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
（
不
足
分
含

む
）。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
確
定

申
告
、
不
足
分
の
納
税
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
て
年

末
調
整
が
既
に
済
ん
で
お
り
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
の
人

◇
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
給

与
の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
と
の
合
計

額
が
20
万
円
以
下
の
人

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
税
務
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
０
１

申
告
の
際
の
注
意
事
項

▼
扶
養
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除

　
　

控
除
対
象
と
し
た
人
の
前
年
分
の

所
得
に
よ
っ
て
は
、
控
除
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
り
、
控
除
額
が
変
わ
っ

た
り
し
ま
す
。

▼
特
別
障
害
者
控
除

　
　

申
告
時
の
「
前
年
12
月
31
日
の
現

況
に
お
い
て
、
引
き
続
き
６
ヵ
月
以

上
に
わ
た
り
身
体
の
障
害
に
よ
り
就

床
を
要
し
、
介
護
を
受
け
な
け
れ
ば

自
ら
排
便
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
」の
場
合
も
該
当
と
な
り
ま
す
。

▼
医
療
費
控
除

　
　

次
の
よ
う
な
場
合
は
医
療
費
控
除

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
除

い
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
時
の
前
年
で
な
く
、
前
々
年
や

本
年
に
支
払
っ
た
医
療
費
負
担
分

②
何
ら
か
の
補
て
ん
金
が
あ
っ
た
、
ま
た

は
何
ら
か
の
補
て
ん
金
を
実
際
に
は
受

け
取
っ
て
い
な
く
て
も
、
後
日
受
け
取

る
見
込
み
が
あ
る
分
の
医
療
費
負
担
分

③
自
家
用
車
や
実
際
に
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
な
い
場
合
の
通
院
費
用

④
診
断
書
料
等
、
直
接
の
治
療
費
等
で

な
い
医
療
費
負
担
分

⑤
お
む
つ
使
用
証
明
書
の
な
い
お
む
つ
代

―

税
務
署
へ
の
所
得
税
の
確
定
申
告
及
び
納
付
に
つ
い
て―

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

申告相談のときに必要なもの

所得

営業、農業等事
業所得

収支内訳書。収入、支出経費
の帳簿、明細書。領収書等。

不動産所得 収支内訳書。収入、支出経費
の帳簿、明細書。領収書等。

利子所得 源泉徴収票等。
配当所得 収入、源泉税のわかるもの。
給与所得 源泉徴収票。
年金の雑所得 支払先より郵送の源泉徴収

票。
年金以外の雑所
得・一時所得

収支内訳書。収入、支出経費
の帳簿、明細書。支払調書等。

譲渡所得 譲渡の金額・時期・物件等の
わかる契約書等（公共事業に
よる場合は、収用証明書等）。

控除

雑損控除 住宅、家財、現金等の損失額、
補てん金額のわかるもの。

医療費控除 領収書、証明書等。補てんさ
れる金額のわかるもの。

社会保険料控除 領収書等。
小規模企業共済
等掛金控除

証明書等。

生命保険料控除
（個人年金保険料）

証明書等（給与等の年末調整
済みの場合､ 生命保険料のみ
支払った金額が 9,000 円以
下の場合は不要）。

損害保険料控除 証明書等。
住宅借入金等特
別控除※所得税
のみ

住宅借入金年末残高等証明
書。登記事項証明書（全部事
項）。住民票写し。工事請負
または売買契約書。見積書、
請求書、領収書。建築確認申
請書等。

共　　通 申告書、印鑑。
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町政のうごきから
―

住
民
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り―

災
害
応
援
協
定
の
締
結

　

住
民
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
12
月
22
日
、
本
町
は
温
泉

地
域
の
建
築
会
社
、
土
木
建
設
会
社
な
ど
22
社
が
加
盟
す
る
「
温
泉
町
建
睦
会
（
井

上
裕
司
会
長
）」と
緊
急
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
の
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

―

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ
く
り―

ペ
ッ
ト
温
泉
施
設
の
建
設
着
手

　

本
町
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ
く
り
と
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
温
泉
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト
温
泉
施
設
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
‐
ペ
ッ

ト
休
憩
施
設
‐
）
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
び
本
年
3
月
の
完
成
を
目
指

し
て
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
12
月
22
日
、
本
町
は

温
泉
地
域
の
建
築
会
社
、
土
木
建
設
会

社
な
ど
22
社
が
加
盟
す
る
「
温
泉
町
建

睦
会
（
井
上
裕
司
会
長
）」
と
緊
急
時

に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
の
応
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

役
場
町
長
室
で
行
っ
た
調
印
式
で

は
、
馬
場
町
長
と
井
上
会
長
が
協
定
書

に
そ
れ
ぞ
れ
調
印
し
ま
し
た
。
協
定
で

は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
人
命
救
助
や
緊
急
輸
送
路
を
妨
げ

る
障
害
物
の
除
去
作
業
な
ど
を
、
町
の

要
請
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
井
上
会

長
は
「
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
が
、
発
生
時
に
は
地
域
を

良
く
知
っ
て
い
る
我
々
が
迅
速
な
救
助

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

本
町
は
こ
の
た
び
の
締
結
に
よ
り
、

緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
が
確
立
さ

れ
る
と
共
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
応
援
体
制

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
の
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

ペ
ッ
ト
家
族
人
口
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
社
会

環
境
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
本
町
は
、
犬
、
猫
等

を
連
れ
た
本
町
へ
の
観
光
客
な
ど
が
安

心
し
て
旅
行
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
事
業
費
約

１
３
０
０
万
円
を
か
け
、
同
施
設
を
全

但
バ
ス
湯
村
温
泉
営
業
所
近
く
の
湯
村

温
泉
東
駐
車
場
の
一
角
に
整
備
す
る
も

の
で
す
。
施
設
の
規
模
は
、
木
造
平
屋

建
の
建
物
52
・
58
㎡
の
中
に
30
頭
が
入

る
ペ
ッ
ト
舎
、
湯
村
温
泉
を
利
用
し
た

露
天
風
呂
2
基
、
談
話
ホ
ー
ル
な
ど
を

設
け
ま
す
。
そ
し
て
、
ペ
ッ
ト
の
一
時

預
か
り
の
ほ
か
、
宿
泊
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
ペ
ッ
ト
温
泉
施
設
の
建
設
に

よ
り
、
本
町
へ
の
観
光
客
増
大
と
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

広報しんおんせん（2月号）

H19（2007）.2.8

調
印
を
終
え
、
が
っ
ち
り
と
握
手

を
交
わ
す
井
上
会
長
と
馬
場
町
長

完成イメージ図
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町政のうごきから
　

同
伝
は
ド
イ
ツ
の
名
も
な
い
一
人
の

小
学
校
教
師
が
、
明
治
42
年
に
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
を
提
唱
し
、
一
代
に
し
て
世

界
中
に
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

基
礎
を
作
り
上
げ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ

ル
マ
ン
の
生
涯
を
つ
づ
っ
た
も
の
で

す
。
全
国
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ら
有
志
が
同
氏
の
遺
徳
を
世
に

伝
え
る
た
め
、
ご
逝
去
か
ら
45
周
年
に

あ
た
る
昨
年
、
製
作
し
ま
し
た
。

　

同
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
小
林
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
「
ユ
ー
ス
運
動
の
提
唱
者

で
あ
る
シ
ル
マ
ン
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
活
動
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
温
泉
町

の
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

馬
場
町
長
は「
青
少
年
の
健
全
育
成
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
観
点
か

ら
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
原
点
で
あ
る
移

動
教
室
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
小
・
中
学
校
や
図
書
館
な

ど
に
お
き
、
子
ど
も
た
ち
に
活
用
し
て

も
ら
う
こ
と
と
す
る
」
と
応
え
て
い
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

―

青
少
年
の
健
全
育
成
に
と―

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
が
「
リ
ヒ
ャ
ル
ト
シ
ル
マ
ン
伝
」
寄
贈

　

本
町
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、1
月
23
日（
火
）、浜
坂
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
林
広
明
さ
ん
か
ら
本
町
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
運
動

を
提
唱
し
た
ド
イ
ツ
人
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ル
マ
ン
の
生
涯
を
つ
づ
っ
た
「
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
シ
ル
マ
ン
伝
」
14
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
新温泉町クリーンセン
ター乾燥帯ローラー ･
リングロッド取替工事

田井
乾燥帯ローラー ･ リング
ロッド取替
（２炉分）一式

4,830,000平成 18年 12月 12日～　平成 19年 2月 28日
クボタ環境サー
ビス㈱大阪支社

三度橋 ･ 大仙橋水
道管取替工事

辺地
藤尾 水道管取替　L=118m  5,302,500平成 18年 12月 13日～　平成 19年 3月 15日 ㈱田中工業所

町道浜坂海岸線道
路改良工事 浜坂 フラップゲート設置工　6箇所 3,129,000平成 18年 12月 13日～　平成 19年 3月 20日 ㈱田中建設

地域交流センター
（ペット休憩施設）
建築工事

湯
木 造 平 屋 建　 １ 棟　
A=52.58㎡ 11,445,000

平成 18年 12月 28日～
　平成 19年 3月 23日 ㈲西村住建工業

赤崎水路災害復旧
工事 赤崎

水路工事土工一式
擁壁工コンクリート擁壁
　L=47m

2,604,000平成 19年 1月 11日～　平成 19年 3月 23日 ㈱岡坂組

町道和田線道路改
良工事 和田 道路改良工事　L=60m､ W=5.0 ～ 6.4m 4,095,000平成 19年 1月 12日～　平成 19年 3月 26日 ㈱岸本工務店

段川改修（玉田橋
架替）関連配湯管
移設工事

七釜 配湯管移設　L=32m 4,078,200平成 19年 1月 23日～　平成 19年 3月 15日 ㈱田中工業所

（平成 18年 11月 16日～平成 19年 1月 15日契約分）

H19（2007）.2.8

広報しんおんせん（2月号）

馬場町長に「リヒャルトシルマン伝」を
手渡す小林マネージャー
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町政のうごきから

温
泉
の
利
活
用
を

　

地
元
の
温
泉
を
も
っ
と
効
果
的
に
す

る
た
め
、「
温
泉
療
法
医
」「
温
泉
療
法

専
門
医
」
を
地
域
の
病
院
の
医
師
、
開

業
医
と
し
て
、
温
泉
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
月
購
読
し
て
い
る
「
き
ょ
う
の
健

康
」
の
中
に
、
温
泉
療
法
専
門
医
の
こ

と
が
記
入
し
て
あ
り
、
湯
村
温
泉
で
も

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
書
き
ま
す
。

　
「『
温
泉
療
法
』
と
は
、
温
泉
を
利
用

し
た
治
療
法
で
、
主
に
慢
性
的
な
病
気

に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
生

活
習
慣
病
の
患
者
に
は
温
泉
地
に
滞
在

し
て
食
事
や
温
泉
で
減
量
を
図
り
ま

す
。『
温
泉
療
法
医
』『
温
泉
療
法
専
門

医
』
は
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
に

よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
資
格
で
、
患
者
さ

ん
に
温
泉
療
法
の
指
導
を
行
っ
た
り
、

温
泉
療
法
の
研
究
を
行
っ
た
り
し
ま

す
」
と
あ
り
ま
し
た
。（

40
歳
代
・
女
性
）

（
回
答
）

　

温
泉
は
、
古
来
よ
り
湯
治
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
利
用
の
仕
方
も

自
分
自
身
の
目
的
に
合
わ
せ
、「
休
養
」

「
保
養
」「
療
養
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

し
た
。

　
「
休
養
」
は
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
と

り
気
分
転
換
の
た
め
に
１
～
２
泊
程

度
。「
保
養
」
は
、
さ
ら
に
体
力
の
増

進
を
図
り
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
３

日
～
１
週
間
。「
療
養
」
は
慢
性
病
を

治
し
た
り
、
機
能
回
復
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
等
で
少
な
く
と
も
３
～
４
週
間
の

滞
在
な
ど
で
す
。「
休
養
」「
保
養
」
で

あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
泉
質
に
こ
だ
わ
ら
ず

利
用
で
き
ま
す
が
、「
療
養
」
と
な
る

と
薬
と
同
じ
よ
う
に
医
師
と
も
相
談
の

う
え
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
温
泉
の
も
つ
作
用

は
、
健
康
を
取
り
戻
し
、
病
気
か
ら
体

を
守
っ
て
く
れ
る
保
養
効
果
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
最
も
期
待

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
町
の
温
泉
は
そ

う
い
う
温
泉
地
と
し
て
の
期
待
に
も
応

え
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
町
で
の
温
泉
を
利
用
し
た

健
康
づ
く
り
と
し
て
は
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
」
で
水
中
ダ
イ

エ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
、
水
中
ヘ
ル
シ
ー
体

操
教
室
を
開
催
し
、
指
導
員
の
指
導
の

も
と
に
体
力
増
進
と
運
動
機
能
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
七
釜
温

泉
病
院
で
は
、
体
力
維
持
に
温
泉
を
取

り
入
れ
た
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
一
般
入
浴
で
は
、
湯
村
温
泉
病

院
、
公
立
浜
坂
病
院
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

特
養
は
ま
さ
か
の
里
、
浜
坂
・
温
泉
地

域
の
配
湯
シ
ス
テ
ム
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜

坂
、
国
民
保
養
温
泉
地
指
定
な
ど
で
温

泉
の
利
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
多
様
な

取
組
み
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
多
様
な
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
な
か
で
、
全
国
の
温
泉

療
法
医
の
資
格
を
有
す
る
医
師
が
関
心

を
も
っ
て
、本
町
の「
温
泉
療
養
」と「
健

康
づ
く
り
」
に
参
画
い
た
だ
け
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
健
康
課
長　

田
中
隆
夫
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
昨
年
５

月
か
ら
本
誌
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
３
人
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
注
）
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

広報しんおんせん（2月号）
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本
町
の
国
民
保
養
温
泉
地
指
定
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
駅
前
の
記
念
碑
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町政のうごきから

集
落
、
町
内
会
の
合
併

と
役
員
数
の
縮
小
を

　

合
併
す
る
以
前
の
温
泉
町
、
浜
坂
町

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
中
に
町
が
あ

り
、
区
の
中
に
も
町
が
あ
り
、
村
の
中

に
も
町
が
あ
る
な
ど
集
落
、
町
内
会
が

存
在
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
、
町

内
会
の
中
に
は
戸
数
、
人
数
が
以
前

よ
り
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

　

昔
の
ま
ま
で
は
新
温
泉
町
財
政
が
少

し
ず
つ
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
温
泉
町
の
財
政
を
少
し
で
も

よ
く
す
る
た
め
、
少
数
の
集
落
、
町
内

会
や
近
く
の
集
落
（
町
内
会
）
と
集
落

（
町
内
会
）
ご
と
の
合
併
を
進
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
役
員
、
委
員
、

役
職
の
人
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
町
の
出
費
が
少
し
で
も
軽
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
職

や
委
員
数
、
ま
た
研
修
費
な
ど
の
出
費

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
会
長
、
役
員
、

委
員
を
最
小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
居
組
・
小
西
陽
一
郎
）

（
回
答
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

各
集
落
、
区
、
町
内
会
等
で
組
織
さ

れ
る
地
域
の
自
治
組
織
は
、
地
域
の
担

い
手
で
あ
り
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
重
要
性
な
ど
か
ら
、
参
画
と
協
働

の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
時
代
が
進
展
す
る
中
で

は
、
行
政
と
地
域
の
自
治
組
織
は
今
ま

で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
と
活
力
の
あ
る

地
域
社
会
の
創
造
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
地
域
の
自
治
組
織
の
多
く

は
長
い
歴
史
の
中
で
必
然
的
に
、
ま
た

主
体
的
に
組
織
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
そ
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
意
向
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
全
国
的
に
見

て
も
集
落
人
口
が
減
少
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
崩
壊
が
危
惧
（
き
ぐ
）

さ
れ
て
い
る
現
状
を
認
識
す
る
こ
と
か

ら
、
本
町
で
も
一
部
地
域
と
の
協
議
を

進
め
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
観
点
は
ご
も
っ
と
も
で
す

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
ど
う
し
て

い
く
か
は
ま
ず
住
民
が
決
め
、
次
い
で

町
が
調
整
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
職

や
委
員
数
に
つ
い
て
は
、
役
割
に
応
じ

た
選
任
を
行
い
必
要
以
上
の
委
員
の
選

任
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

（
総
務
課
長　

山
崎
正
男
）

新
温
泉
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

放
映
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
町
議
会
は
文
字
の
み

の
放
映
で
、
実
際
の
生
の
声
で
の
町

議
会
の
様
子
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
近
隣

の
町
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

町
議
会
は
声
を
入
れ
て
放
映
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
放
映
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
傍
聴
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
人
が
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

町
議
会
議
員
が
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
生
の

声
を
入
れ
て
放
映
す
る
こ
と
に
反
対

し
て
い
る
と
も
聞
き
ま
し
た
。（
圧
力

を
か
け
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
）
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

町
は
「
開
か
れ
た
町
づ
く
り
」
が
必

要
で
何
事
に
も
オ
ー
プ
ン
で
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
た
ち
が
町
議
会
の
様
子
は

声
を
入
れ
て
聞
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
の
考
え
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
30
歳
代
・
男
性
）
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広報しんおんせん（2月号）

地
域
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
活
性
化

区長・町内会長と町の懇談会



�

町政のうごきから
―

町
指
定
文
化
財
の
指
定―

観
音
山
相
応
峰
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　

町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
18
年
12
月
27
日
付
け
で
観
音
山
相
応
峰
寺
の
木
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
を
合
併
後
初
と
な
る
新
温
泉
町
指
定
文
化
財（
彫
刻
）に
指
定
し
ま
し
た
。

（
回
答
）

　

現
在
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
町
議
会
放
送
は
、

議
場
に
カ
メ
ラ
2
台
を
持
ち
込
ん
で
一

定
の
場
所
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
編
集
し
、
質
問
風
景
や
当
局
の
答
弁

風
景
を
映
像
で
流
す
と
と
も
に
、
議
員

の
質
問
事
項
を
テ
ロ
ッ
プ
で
流
し
て
い

ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
生
の

声
を
入
れ
る
と
な
る
と
、
議
場
内
で

カ
メ
ラ
を
移
動
し
な
が
ら
の
撮
影
と
な

り
、
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
も
あ
っ
て
議

会
審
議
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
低
2
人
が
議
会
開
会
中
常
時
駐
在

し
、撮
影
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
不
足
と
い
っ
た
こ
と
も
発
生

し
ま
す
。

　

近
隣
の
養
父
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
議

会
放
送
を
開
局
当
時
か
ら
放
送
し
て
い

ま
す
が
、
方
法
と
し
て
は
、
議
場
に
4

台
の
モ
ニ
タ
ー
カ
メ
ラ
を
固
定
設
置

し
、
リ
モ
ー
ト
操
作
を
行
う
放
送
室
も

あ
る
な
ど
、
導
入
時
に
１
０
０
０
万
円

程
度
の
投
資
と
職
員
体
制
を
整
え
て

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
町
と

は
機
器
、
人
員
体
制
に
格
段
の
差
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
議
員
が
反
対
し
て
い
る
の
で

は
と
い
う
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

本
事
業
は
温
泉
地
域
の
み
の
実
施
で
あ

り
、
現
時
点
で
議
会
放
映
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

対
す
る
情
報
の
共
有
に
関
し
て
の
不
公

平
感
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
必
要
最

低
限
と
し
て
の
一
般
質
問
の
み
に
と
ど

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

浜
坂
地
域
へ
の
延
伸
を
進
め
な
が
ら

情
報
格
差
の
是
正
を
図
り
、「
開
か
れ

た
町
政
」「
開
か
れ
た
議
会
」
に
向
け
、

皆
さ
ま
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
長　

新
古
雅
紀
）

　

こ
の
た
び
、
町
指
定
文
化
財
に
指
定

し
た
観
音
山
相
応
峰
寺
の
木
造
阿
弥
陀

如
来
立
像
は
、
里
坊
の
本
尊
と
し
て
安

置
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
2
尺
５
寸
（
約

83
㎝
）
の
木
造
で
、
台
座
及
び
手
と
足

は
鎌
倉
期
と
江
戸
期
に
修
復
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
顔
や
衣
文
等
の
彫
刻
の
作

風
か
ら
平
安
時
代
後
期
（
12
世
紀
）
の

作
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、本
町
教
育
委
員
会
は「
観

音
山
相
応
峰
寺
里
坊
本
尊
の
木
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
は
、
新
温
泉
町
に
お
け
る

平
安
仏
教
文
化
を
知
る
数
少
な
い
仏
像

で
あ
り
、
新
温
泉
町
指
定
文
化
財
に
指

定
し
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

指
定
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
指
定
に
よ
り
、
保
護
な

ど
を
目
的
に
本
町
内
で
指
定
を
受
け
た

文
化
財
は
国
、
県
あ
わ
せ
て
１
０
９
件

に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

広報しんおんせん（2月号）

H19（2007）.2.8

観音山相応峰寺の木造阿弥陀如来立像

CATV 自主放送の収録を行うスタジオ
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町政のうごきから

平成 19 年 4 月 8 日（日）

投票時間：午前 7 時～午後 8 時

★みんなそろって投票しましょう★

　

本
町
は
、
次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土

の
生
ん
だ
歌
人
前
田
純
孝
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
短
歌
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
12
回
『
前

田
純
孝
賞
』
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
末

で
募
集
を
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
全
国

か
ら
１
８
２
６
首
の
応
募
が
あ
り
、
第

一
次
選
考
作
品
１
１
５
首
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

兵
庫
県
は
、
知
事
と
県
民
が
気
軽
に

語
り
合
え
る
場
を
設
け
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
幅
広
い
意
見
交
換
を
行
う
場

と
し
て
、
各
県
民
局
ご
と
に
「
さ
わ
や

か
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
井
戸
知
事
が
本
町
を
訪

れ
、
浜
坂
観
光
協
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
カ
ニ
・
ソ
ム
リ
エ
」
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
18
日
（
日
）

　
（
講
演
）
午
後
１
時
10
分
～
２
時

▼
と
こ
ろ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

▼
主
催　

兵
庫
県

▼
テ
ー
マ　
「
地
域
の
活
性
化
‐
観
光

　

振
興
と
交
流
促
進
‐（
仮
題
）｣

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
し

て
い
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

―

第
12
回
前
田
純
孝
賞―

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
「
ネ
ッ
ト
投
票
」
の
選
考
開
始

―

但
馬
さ
わ
や
か
フ
ォ
ー
ラ
ム―

井
戸
兵
庫
県
知
事
講
演
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
改
正
内
容
】

▼
学
年
始
め
（
春
休
み
）
の
休
業
日
が

　

一
日
増
え
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で

　
　

↓

　

４
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で

　

※
学
年
末
の
休
業
日
は
従
来
ど
お
り

▼
冬
季
（
冬
休
み
）
の
休
業
日
が
１
日

　

減
り
ま
す
。

　

12
月
25
日
か
ら
翌
年
１
月
７
日
ま
で

　
　

↓

　

12
月
25
日
か
ら
翌
年
１
月
６
日
ま
で

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

　

こ
の
た
び
、
教
育
委
員
会
で
は
円
滑
な
小
・
中
学
校
運
営
を
図
る
た
め
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
学
年
始
め
（
春
休
み
）
の
休
業
日
と
冬
季
（
冬
休
み
）
の
休
業
日
を
変

更
し
ま
し
た
。

H19（2007）.2.8

広報しんおんせん（2月号）

兵庫県議会議員選挙が行われます

　
　身体に重度の障がいがあり、障がい者手帳
等の交付を受けている人で、投票所まで行け
ない人は、自宅で投票できる「在宅郵便投票
制度があります。
　在宅郵便投票を希望される人は、まず「郵
便投票証明書」の申請を行うことが必要にな
ります。

‐ 問い合わせ ‐
新温泉町選挙管理委員会

℡（0796）82-3111

　

こ
の
た
び
、
選
者
佐
佐
木
幸
綱
先
生

に
選
考
し
て
い
た
だ
く
「
選
者
選
考

部
門
」
と
は
別
に
、
第
一
次
選
考
作
品

の
中
か
ら
一
般
の
方
々
に
自
分
の
好
き

な
歌
に
メ
ー
ル
で
投
票
し
て
い
た
だ
く

「
ネ
ッ
ト
投
票
部
門
」
の
選
考
を
開
始

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.shinonsen.
hyogo.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町政のうごきから
　

昨
年
５
月
の
診
療
開
始
以
来
、
12
月

末
ま
で
に
延
べ
３
４
２
８
人
の
外
来
患

者
様
が
麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

治
療
さ
れ
ま
し
た
。
短
期
間
で
こ
の
よ

う
に
大
勢
の
皆
さ
ま
に
ご
来
院
い
た
だ

き
治
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
症
例
数
は

全
国
有
数
の
数
に
も
な
り
ま
す
。

　

麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
ま

ず
患
者
様
の
症
状
を
お
聴
き
し
、
そ
れ

か
ら
治
療
を
は
じ
め
ま
す
。
治
療
方
法

は
、
特
定
部
位
に
注
射
を
打
つ
神
経
ブ

ロ
ッ
ク
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
病
名
は
全
身
各
部
位
の
痛
み
や

整
形
外
科
の
疾
患
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

頚
椎
捻
挫
（
む
ち
う
ち
症
）、
腰
椎
捻

挫
（
ぎ
っ
く
り
腰
）
を
は
じ
め
、
糖
尿

病
性
関
節
症
、
自
律
神
経
失
調
症
、
骨

粗
し
ょ
う
症
、
手
指
関
節
痛
、
血
行
障

害
、
知
覚
神
経
障
害
（
し
び
れ
）、
運

動
神
経
障
害
（
ま
ひ
）、
帯
状
疱
疹
、

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
、カ
ウ
ザ
ル
ギ
ー
、

手
術
後
神
経
痛
、
顔
面
神
経
マ
ヒ
、
坐

骨
神
経
痛
、
難
治
性
の
椎
弓
切
除
症
候

群
な
ど
の
症
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

患
者
様
は
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東

は
養
父
市
、
西
は
鳥
取
県
三
朝
町
か
ら

も
ご
来
院
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
で

の
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
診
療
の
効
果
が
顕
著

に
認
め
ら
れ
て
い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

外
来
受
付
は
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
で
す
。
痛
み
で
お
困
り
の
患

者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
麻

酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
疼
痛
（
と

う
つ
う
）
外
来
）
へ
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

―

公
立
浜
坂
病
院
だ
よ
り
①―

病
院
の
紹
介
と
実
績
を
報
告
し
ま
す

　

今
月
は
麻
酔
科
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
疼
痛
（
と
う
つ
う
）
外
来
）
で
す
。

広報しんおんせん（2月号）

H19（2007）.2.8

●肩こり

●胸腰椎圧迫骨折

●肩関節周囲炎

●知覚障害（シビレ）

●坐骨神経痛

●大髄（痛）

●下肢痛

●下垂足（尖足）
足趾●

足●

膝関節痛●

下肢痛●

股関節痛●

変形性腰椎症
腰部脊柱管狭窄症●

椎間板ヘルニア●

背部痛●
●
●

●

●

●

●

●
●

● ●
●

●
●
●
●

●

後前

● ●

●

●
●

●

●●

●●

●

頭痛、片頭痛、耳鳴り、突発性難聴、メニエ
ル症候群、骨粗しょう症、自律神経失調症、
痛風、糖尿病性関節症

●頚・肩・腕の頚

　椎症、頚肩腕症

　候群、外傷性頚

　部症候群（むち

　うち）

●
●手指（手関節

　症（痛）、指

　関節症（痛）、

　レイノー症候

　群

●閉塞性動脈硬化症

カウザルギー●

瘢痕創部痛●

脊椎すべり症●

脊椎分離症●

変形性股関節症

　　（股関節）●

変形性膝関節症●

●

●足底痛（シビレ）

●

●運動神経障害（マヒ）
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町政のうごきから
　
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
差
は
変
え
ら

れ
な
い
が
、
社
会
的
、
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
た
約
束
事
の
男
と
女
の
性
差
は
変

え
ら
れ
る
」。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
こ

と
は
、
男
女
共
同
参
画
の
大
事
な
一
歩

で
す
。
男
性
、
女
性
の
人
権
を
保
障
す

る
こ
と
は
、
お
互
い
の
人
権
も
保
障
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

現
実
を
変
え
る
に
は
？

　

男
性
で
あ
れ
、
女
性
で
あ
れ
、
夢
や

希
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の

人
生
を
夢
に
向
か
っ
て
精
一
杯
生
き
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
で
も
、
何
か

を
や
り
た
い
と
思
っ
て
も｢

女
だ
か
ら

だ
め｣

｢

男
だ
か
ら
だ
め｣

と
言
わ
れ

て
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
女
性
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
も
ま
だ

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
男
女
の
役
割
を

固
定
的
に
と
ら
え
る
人
々
の
意
識
が
今

な
お
、
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
家
庭
や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
を
生
む
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

家
族
や
家
庭
の
形
態
は
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
男
女
双
方
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
る
」。
そ
れ
が
真
に
豊
か
な
成
熟
し

た
社
会
で
す
。
固
定
的
な
役
割
分
担
に

と
ら
わ
れ
な
い
で
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
に
応
じ
て
と
も
に
作
り

上
げ
て
い
く
と
い
う
方
向
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、「
男
女
共
同
〝
参
画
〟」
は
、

単
な
る
「
参
加
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
場
合
に
、
最
初

か
ら
男
女
が
一
諸
に
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
個
人
同
士
も
、
家
庭

も
、
企
業
も
、
地
域
も
、
社
会
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
男
女
が
対
等

で
あ
っ
て
こ
そ
、
お
互
い
に
良
い
関
係

に
な
れ
ま
す
。
男
女
が
同
じ
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、
と
も
に
尊
敬
の
念

を
持
ち
な
が
ら
競
い
合
い
、補
い
合
い
、

そ
し
て
、
双
方
が
個
性
や
能
力
を
発
揮

し
、夢
や
希
望
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
、

そ
れ
が
男
女
共
同
参
画
の
考
え
で
す
。

若
い
人
が
考
え
た
男
女

共
同
参
画
推
進
「
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
」

（
内
閣
府
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
事
例
」

よ
り
抜
粋
）

■
女
性
初
は
あ
っ
て
も
、
男
性
初
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
は
な
い
。

■
み
ん
な
、
た
ま
た
ま
男
に
生
ま
れ
、

た
ま
た
ま
女
に
生
ま
れ
た
ん
だ
。

■
家
計
、
君
も
背
負
っ
て
。
そ
の
分
、

俺
は
子
ど
も
を
背
負
う
か
ら
。

■
男
性
の
愛
情
も
、
女
性
の
愛
情
も
、

子
ど
も
に
は
必
要
で
す
。

■
男
が
き
ゅ
う
く
つ
な
世
の
中
に
な
っ

て
き
た
。な
ん
だ
、女
は
も
っ
と
き
ゅ

う
く
つ
だ
っ
た
の
か
。

■
性
別
の
せ
い
で
、
み
ん
な
の
チ
ャ
ン

ス
が
埋
も
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

■
男
性
社
会
で
主
夫
も
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。「
男
だ
か
ら
」
と
か
「
女
だ

か
ら
」
と
か
、
お
互
い
身
動
き
と
れ

な
く
し
て
、
ど
う
す
ん
だ
。

■
男
ら
し
さ
よ
り
も
、
女
ら
し
さ
よ
り

も
、
人
間
ら
し
さ
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

―

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て―

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
、な
に
？

H19（2007）.2.8

広報しんおんせん（2月号）

　

わ
が
国
は
、
平
成
11
年
に｢

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法｣

を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」を「
男
女
が
、社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
利
益
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
し
、
そ
の
形
成
を
進
め

る
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
個
人
や
家
族
の
役
割
を
、
他
人
や

社
会
か
ら
男
女
の
性
別
を
理
由
と
し
て
固
定
的
に
決
め
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
う
い
う
「
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
・
家
族
が
主

体
的
に
考
え
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。
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◆材料（４人分）

・どぎ　　　　　5、6匹
・しょうゆ　　　大さじ 4
・刻みねぎ　　　少々
・昆布のだし汁　3.5 カップ

▼
作
り
方

①
ど
ぎ
は
、
内
臓
、
頭
、
し
っ
ぽ
を
取

り
除
き
、３
㎝
に
ぶ
つ
切
り
に
す
る
。

②
だ
し
汁
に
、
切
っ
た
ど
ぎ
を
入
れ
て

２
、３
分
中
火
に
か
け
、
し
ょ
う
ゆ

を
加
え
、
沸
騰
さ
せ
て
火
を
切
る
。

③
お
わ
ん
に
入
れ
て
、ね
ぎ
を
散
ら
す
。

熱
々
を
食
べ
る
の
が
お
い
し
い
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ど
ぎ
の
吸
い
物

花
粉
症
の
症
状
の
悪
化
に
は
腸
内
環
境

や
血
行
の
悪
さ
も
影
響
す
る
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
生
活
を
見
直
そ
う

　　

欧
米
の
食
事
は
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

や
脂
質
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
腸
内
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、火
を
通
す
、煮
る
と
い
っ

た
調
理
法
や
よ
く
噛
む
な
ど
の
工
夫
、

ま
た
た
ん
ぱ
く
質
を
分
解
す
る
酵
素
を

含
む
食
材（
と
ろ
ろ
や
納
豆
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
や
パ
パ
イ
ヤ
等
）
と
一
緒
に
と
る

こ
と
も
異
種
た
ん
ぱ
く
質
を
分
解
し
や

す
く
し
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
事
は
魚
や

野
菜
、
発
酵
食
品
（
味
噌
や
し
ょ
う
ゆ

な
ど
）
な
ど
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
善

玉
菌
を
増
や
す
働
き
の
あ
る
食
品
が
中

心
で
す
。
腸
内
環
境
は
花
粉
症
の
発
症

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、
腸

内
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
花
粉
症
予
防

の
第
一
歩
と
い
え
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
日

本
食
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の

他
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
、シ
ソ
の
葉
や
花
梨（
か

り
ん
）
も
症
状
が
つ
ら
い
時
に
ぜ
ひ
試
し

て
い
た
だ
き
た
い
食
べ
物
の
一
つ
で
す
。

食
生
活
と
花
粉
症

　　

花
粉
が
体
内
に
入
っ
て
も
、
症
状
が

出
る
人
と
出
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
れ

は
花
粉
が
根
本
的
な
原
因
で
は
な
く
、

花
粉
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
体

質
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が

食
事
で
す
。

　

日
本
人
の
食
生
活
が
欧
米
式
に
変

わ
っ
て
き
た
昭
和
30
年
代
以
降
、
ア
レ

ル
ギ
ー
皮
膚
炎
や
花
粉
症
患
者
が
急
激

に
増
え
ま
し
た
。
欧
米
式
の
食
事
が
広

ま
っ
た
こ
と
で
、
栄
養
の
摂
り
す
ぎ
、

精
製
食
品
、
防
腐
剤
・
人
工
着
色
料
な

ど
の
食
品
添
加
物
の
増
加
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
最
近
に
な
っ
て
、

食
生
活
の
改
善
が
花
粉

症
治
療
の
第
一
歩

　

花
粉
症
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
は
、
花
粉
飛
散
量
が
例
年
に
比
べ
全

国
的
に
少
な
く
な
る
見
込
み
で
す
が
、

予
防
に
心
が
け
る
こ
と
に
こ
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

花
粉
症
の
タ
イ
プ
に
は
、
少
し
の
花

粉
で
も
ひ
ど
い
症
状
の
出
る
タ
イ
プ

と
、
花
粉
量
に
よ
っ
て
症
状
が
変
化
す

る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
少
し

の
花
粉
で
も
ひ
ど
い
症
状
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
人
は
、
花
粉
が
飛
び
始
め
る
２

週
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
医
療
機
関
と
相

談
し
て
薬
を
飲
み
始
め
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

花粉症
健康課国保年金係
℡（0796）82-5622

 
健
康

　

づ
く
り

広報しんおんせん（2月号） 12
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農
業
委
員
会
情
報
№
13―

農
地
法
に
つ
い
て
‐
シ
リ
ー
ズ
①
‐

「
農
地
法
」と
は
ど
ん
な
法
律
か
？

　

農
地
法
は
、
農
業
の
基
盤
で
あ
る
農

地
の
所
有
や
利
用
関
係
の
仕
組
み
を

決
め
た
基
本
的
な
法
律
で
す
。
同
法
で

は
、
農
地
は
そ
の
耕
作
者
自
ら
が
所
有

す
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
認
め

る
『
自
作
農
主
義
』
で
あ
る
と
同
時

に
、
借
地
を
含
め
た
土
地
の
農
業
上
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
を
基
本
理

念
（
＝
耕
作
者
主
義
）
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
耕
作
者
主
義

の
も
と
に
耕
作
者
に
よ
る
農
地
の
権
利

取
得
を
促
進
し
、
耕
作
者
の
権
利
を
保

護
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の
効
率
的
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
土
地
利
用
関
係

を
調
整
す
る
仕
組
み
を
次
の
と
お
り
定

め
て
い
ま
す
。

▼
農
地
転
用
は
、
農
業
委
員
会
、
知
事
ま

た
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
が
必
要

　

農
地
や
採
草
放
牧
地
の
売
買
、
貸
借

と
い
っ
た
権
利
移
動
や
農
地
を
宅
地
な

ど
に
す
る
農
地
転
用
は
、農
業
委
員
会
、

知
事
ま
た
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
が

必
要
で
す
。

（
注
１
）
許
可
を
受
け
な
い
で
行
っ
た

行
為
は
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
注
２
）
登
記
申
請
す
る
と
き
に
は
、

許
可
の
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
小
作
地
の
所
有
を
制
限

　

一
定
面
積
を
超
え
る
小
作
地
の
所
有

を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に
よ

り
貸
し
付
け
て
い
る
小
作
地
に
つ
い
て

は
、
農
用
地
の
利
用
の
合
理
化
を
促
進

し
、
構
造
政
策
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
例
外
と
し
て

所
有
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
耕
作
権
（
賃
借
権
）
を
保
護

　

賃
借
権
は
農
地
等
の
引
き
渡
し
を

も
っ
て
対
抗
力
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、定
期
賃
借
権
の
法
的
更
新
を
定
め
、

小
作
地
の
返
還
は
知
事
の
許
可
を
必
要

と
し
、
小
作
料
は
標
準
小
作
料
に
準
拠

し
て
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会
ま
た
は
知
事
が
和
解
の

　

仲
介

　

農
地
の
利
用
関
係
の
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
知
事
が

和
解
の
仲
介
を
し
ま
す
。

農
地
を
売
買
す
る
に
は
？

　

農
地
等(

農
地
や
採
草
放
牧
地)

を

売
買
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
農
地
等
の
売
買
契
約
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
売
り
主
と
買
い
主

は
速
や
か
に
許
可
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
請
す
る
前
に
は
次
の
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
登
記
事
項
証
明
書
で
登
記
名
義
人
の

　

確
認

◇
権
利
関
係
の
調
整
（
権
利
の
内
容
・

　

売
買
価
格
等
）

◇
農
業
者
年
金
受
給
者
か
否
か
の
確
認

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（2月号）

農業委員会による農地パトロール
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TEL（0796）82-5251

　

おはなし会　　 　　　      
　絵本の読み聞かせやおはなし、簡
単な折り紙や工作などをする楽しい
会です。気軽にご参加ください。

『ももたろう』他

◆と 　き　2月10日（土）午後２時～

◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『せっかちまじょのネル』他

◆と 　き　2月24日（土）午後２時～

◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　      

『日本昔ばなし　三枚のお札』他

◆と 　き　2月10日（土）

　　　　　　　　午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
　　

蔵書点検が終了しました　  

　1 月 22 日から 2 月 1 日までの間、
蔵書点検に伴って長期休館してい
ました。皆さまに大変ご迷惑をお

かけいたしましたが、点検が終了

しましたので、２月２日（金）か

ら開館しています。ぜひ、ご利用

ください。

加藤文太郎
記念図書館

　

「2月のおすすめの本」
ご案内

子どもの「おそい・できない」が気になるとき

柴田愛子著／学陽書房
　よその子と比べて自分の子供の発達が遅
かったり、出来なかったりすることが気に
なった時のお助け本。子育てに困ったとき、
保育者歴３０年以上になる著者が、親子で
乗り切るコツを紹介。

水路の造形美

　渡部一二著／東海大学出版会
　日本各地の「水路」に魅了され、水辺
の写真を撮り続けて４０年の著者は、地域
の歴史を深く刻んできた水路は、「環境の
宝物」であるという。水路再生は町づくり
の核となると訴え、写真を媒体にし、書き
あげた。

筆子その愛

　　山田火砂子・車取ウキヨ著／ジャパン・アート出版
　石井筆子という女性は、家柄、才智、美
貌のすべてに恵まれていながら、三人の子
供が皆、身体や知能に障害をもって生まれ、
３人ともこの世を去るという不幸に見舞わ
れた。筆子はそれにも負けず、明治の世で
はほとんど顧みられる事のなかった女子教
育の普及と人権擁護運動に熱心に取り組ん
だ。彼女の波乱万丈の人生を綴った物語。

おじいちゃんちでおとまり

なかがわちひろ作・絵／ポプラ社
　ぼくは、はじめて一人でおじいちゃんち
にお泊りにいくことに・・・。ちょっぴり心
配だったぼくにおじいちゃんは、昔冒険し
た話を聞かせてくれた。おじいちゃんと孫
が空想の世界で遊ぶ、楽しいファンタジー。

首七つ

ひろのみずえ著／大日本図書
　あの世に導かれる女子中学生の話「首七
つ」。夜の辻で女に取り憑かれる女子高生
の話「ヤドカリ」。など、身近に起こった
不思議で怖い７つのお話。

広報しんおんせん（2月号） 14
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広報しんおんせん（2月号）

まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱隆栄水産

販売員 不問 200～ 270
調理師 30～50 276～ 306
ウエーター・
ウエートレス 19～ 50 150～ 210

日本精機宝石工業㈱
生産作業①

不問
115～ 140

生産作業② 120～ 150
生産作業③ 130～ 150

浜美屋食品㈱ 営業 40以下 165～ 245
事務員 20～35 145～ 200

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 200
㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
㈱田中工業所 土木施工

管理技士 50以下 180～ 220
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
山陰道路㈱ 土木管理者・

土木監督者 不問 250～ 300

株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
㈲福田建機 整備士 20～40 150～ 180
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 280
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工工
場管理者 18～50 180～ 200
水産加工員 18～35 145～ 170

㈲ ONE 携帯電話販売員 30以下 130～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20～40 130～ 140
コーナン商事㈱ 店舗スタッフ 18～ 35 185
㈱ E-SATFF 販売 不問 144
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 215
㈲アートライフタニタ 販売員 18～45 150

（温泉地域）

㈱朝野家
客室係 不問 225～ 260
営業係 不問 145～ 155
販売係 18～40 140～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
フロント係 不問 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 25～35 150～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱寿荘 フロント係 18～40 180～ 230
小林商事㈱ 事務員 18～25 160
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 182～ 207
介護職 不問 143～ 144

㈱マルワフーズ渡辺水産 事務員 不問 150～ 200

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱隆栄水産
販売補助① 18～ 55 800～ 900販売補助② 不問
ウエーター・
ウエートレス 19 ～ 50 750～ 950

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 770
日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55～ 62 800
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400～2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790～ 2,180
㈱トヨダ 販売員 18～ 57 860
㈱白バラドライ 店舗受付 20～ 45 800 ～ 1,000

（温泉地域）
㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所 機械設計 40以下 1,000
溶接工 不問 700～ 750

㈱とみや旅館
客室係 不問 1,000～1,300
配膳・洗浄係 不問 750～ 800
オープンカフェ 40 以下 750

㈱朝野家

洗浄係 不問 700～ 750
調理補助 不問 700～ 750
販売係 不問 800
ヒーリング
ルーム係 18～ 30 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300
アイケー電機㈱ 機器組立 18～ 30 750～1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 750厨房スタッフ
㈱ナカケー レジ、接客業務 不問 750～ 900
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 750～ 760

　（常　用） 　（パート） 平成 19年 1月 22日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735
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‐七釜温泉ゆーらく館‐

入館者10万人突破

　1 月 27 日（土）、浜坂先人記念館「以命亭」
で紙芝居読み聞かせ会を開催しました。この日
使った紙芝居は、現浜坂幼稚園ができるまでの間、
大正 11 年から昭和 53 年まで開設されていた敬
愛幼稚園で実際に使っていたものです。
　そして、昭和 14年の作品「七匹のこやぎ」な
ど戦前、戦中の今ではなかなか見ることのできな
い紙芝居を、図書館の読み聞かせグループが読み
ました。
　集まった、約 70人の親子連れは、興味深そう
に聞いていました。お孫さんと一緒に来た亀谷忠
明さん（居組）は、「懐かしかった。自分も孫と
一緒に楽しんでみていました」と喜んでいました。

‐上山高原エコミュージアム‐

エリア立体地図が完成

　上山高原エコミュージアムの活動に理解を深め
てもらおうと、同ミュージアムサテライト部会の
会員らが中心となって製作していた「エリア立体
地図」が完成しました。
　1月 20 日（土）には、上山高原ふるさと館で
関係者らがくす玉を割って完成を祝いました。地
図は、上山高原エコミュージアムのエリアを立体
的にわかりやすく表すため、高さ約 30㎝、奥行
き 180㎝、横 90㎝の巨大な箱の中に、厚さ２㎜
の模型用紙を等高線に沿うように切り、手作業で
張り合わせたものです。岸田川沿いから扇ノ山山
頂までを立体的に忠実に表しています。会員の山
村光枝さんは「畑ヶ平高原のなだらかな部分や、
霧ヶ滝の谷が狭いところなど重ね合わせるのが難
しかった。できて、やっとという感じ。できあが
りにすごく満足している」と喜んでいました。

紙芝居を楽しむ子どもたち10 万人目となった日下部さんに奥田館長が花束などを贈呈

‐浜坂先人記念館「以命亭」‐

紙芝居読み聞かせ

　平成 17年 7月にオープンした「七釜温泉ゆー
らく館」の入浴客が、1月 20日に目標より約 1ヵ
月早く 10 万人を突破しました。同館は、源泉
100％のお湯をかけ流しで楽しめる公衆浴場とし
て町内外の多くの皆さまに知られています。10
万人目となった鳥取県岩美町の会社員　日下部厚
子さんには記念として、奥田館長から認定証と花
束、副賞として七釜温泉ペア宿泊券とゆーらく館
入浴券、名入りタオル、ひょうたんで作った七釜
温泉人形が贈られました。
　日下部さんは、「『いい湯だ』と聞き、友
人と初めて来ました。10 万人目と聞いて
びっくりしました」と喜んでいました。…
　奥田館長は「これからも交流施設の核として、
たくさんのお客さまに来ていただくことを願って
いる」と話していました。

広報しんおんせん（2月号）

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
に
設
置
さ
れ
た
立
体
地
図
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　第 1 回町青少年新春かるた大会を 1 月 6 日
（土）、夢ホールで開催しました。同大会は、児
童、生徒の情感豊かな心を育もうと行っているも
ので、今年は町内から 96人の小・中学生が参加
しました。
　子どもたちは、個人戦の「チラシの部」と２人
１組で行う「源平の部」の２種目にわかれ、トー
ナメント方式で競技しました。張り詰めた雰囲気
の中、子どもたちは真剣なまなざしで向かい合い
ました。読み手が「清少納言」などと名前を詠ん
だだけで、すぐに腰を浮かして「はい！」と勢い
よく札をとる子どももいました。そして、応援に
訪れたお父さん、お母さんたちも一句詠むごとに
身を乗り出して応援していました。
　安田玄一郎さん（温泉小 3年）は「11 月から
毎日2回、お父さんとお姉ちゃんと練習してきた。
今日は優勝目指してがんばりたい」と意気込んで
いました。

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

　成人の日を前にした１月 7日（日）、夢ホール
で成人式を行いました。あいにくの空模様にもか
かわらず、あでやかな晴れ着姿に身をまとった新
成人ら約 200 人が式典に出席しました。
　式典では、馬場町長が「ふるさとは皆さんの前
途を温かく見守っている。町に誇りをもって歩ん
でほしい」と新成人を激励しました。また、新成
人を代表して森下修平さんと因幡裕美さんが「い
つの日か振り返って、素晴らしい人生だったと思
えるような人生を歩みたい」と誓いの言葉を述べ
ました。そして、記念行事として行われた〝二十
歳（はたち）のメッセージ〟では、「立派な社会
人になりたい」「夢をもってがんばりたい」など
と新成人それぞれが持っている夢を披露しまし
た。最後に屋外に出て、「美しい夢の花をさかせ
ましょう！」の合図で全員が花の種の入った風船
を飛ばしました。

誓いのことばを述べる森下さん（右）と因幡さん（左）

すばやく札をとる参加者

ふるさとの成人式

第1回町青少年新春かるた大会

広報しんおんせん（2月号）
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第
２
回
岸
田
川
下
流
域

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

河
川
の
環
境
保
全
、
美
化
並
び
に
不

法
投
棄
撲
滅
と
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
に
よ
る
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
各
種
団
体
等
の
支
援
に
よ
り
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
24
日
（
土
）

　

午
前
８
時
～
10
時

　

※
積
雪
等
に
よ
り
作
業
が
困
難
な
場

　

合
は
３
月
に
延
期
。

▼
と
こ
ろ　

岸
田
川
下
流
域
～
福
富
橋

ま
で
の
間
（
両
岸
）

▼
実
施
主
体　

新
温
泉
町

▼
内
容　

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
収
集
、
分

別
作
業

▼
準
備
い
た
だ
く
も
の　

軍
手
、
長
靴
、

雨
具
、
タ
オ
ル
、
防
寒
着
、
ひ
ば
し
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

第
９
回
浜
っ
子
ア
ー
ト
展

▼
と
き　

２
月
10
日
（
土
）
～

　

３
月
７
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」

▼
内
容　

町
内
の
幼
稚
園
児
、
小
学
校

児
童
、
中
学
・
高
等
学
校
生
徒
の
絵
画

作
品
約
80
点
、
浜
坂
高
等
学
校
写
真

部
生
徒
の
写
真
作
品
約
10
点
を
展
示
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.2.8

ご
案
内

温
泉
文
化
協
会「
会
員
作
品
展
」 

・
温
泉
公
民
館
「
絵
画
展
」

▼
と
き　

２
月
18
日（
日
）～
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
た
だ
し
、
25
日
は
正
午
ま
で

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
内
容　

温
泉
文
化
協
会
会
員
の
作
品

や
活
動
風
景
と
公
民
館
講
座
「
絵
画

教
室
」
西
岡
訓
子
講
師
の
作
品
を
展
示

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

広報しんおんせん（2月号）

知ろう！私たちの岸田川

　岸田川流域の自然環境や農業水利施設である
大庭井堰（いせき）＜農地 96.0㌶をかんがいするた
め、昭和 12 年に造られた重要な農業水利施設で、現在
老朽化等により改修中＞について、より深く知って
いただくためみんなで楽しめる勉強会を開催し
ます。多数のご参加をお待ちしています。
◆と　き　２月 25日（日）
　　　　　　午前 10時～ 11時 30分
◆ところ　サンシーホール浜坂
◆主　催　兵庫県（豊岡土地改良事務所）、新温泉町
◆対　象　小学生～大人
◆内　容　「岸田川の希少な生物」「井堰の謎に
　　　　　迫る」「岸田川を守るために」につ
　　　　　いてのお話をします。また、サケの
　　　　　稚魚をはじめとした生き物展示も予
　　　　　定しています。
◆参加費　無料
◆その他　申し込みは不要

－問い合わせ－
農林水産課　農地整備係

℡（０７９６）82‐５６２６



19

▼
内
容　

押
し
絵

▼
講
師　

丸
山
ひ
な
枝
さ
ん
（
浜
坂
）

▼
対
象　

小
学
生
（
低
学
年
の
児
童
は

保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
数　

15
人

▼
材
料
代　

１
人
８
０
０
円（
当
日
集
金
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

ハ
サ
ミ

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

　　

‐
公
民
館
い
き
い
き
講
座
‐

「
お
菓
子
づ
く
り
教
室
」

参
加
者
募
集

　

手
づ
く
り
の
お
い
し
い
お
菓
子
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

▼
と
き　

２
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
生
活
改
善

　

実
習
室

▼
内
容　

焼
き
菓
子
作
り

▼
講
師　

橋
本
孝
之
さ
ん
（
湯
）

▼
対
象
者　

中
学
生
以
上
ど
な
た
で
も

▼
募
集
定
員　

先
着
15
人

▼
参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
材
料
費
）

▼
募
集
期
限　

２
月
20
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
新
温
泉
町
民
ス
ー
パ
ー
ソ
フ
ト

ド
ッ
ジ
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▼
と
き　

３
月
３
日
（
土
）

　

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
部
門　

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）、

小
学
校
高
学
年
の
部
及
び
小
学
校
低

学
年
の
部
（
３
部
門
）

▼
対
象　

町
内
在
住
若
し
く
は
在
勤
、

通
学
者

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
の
選
手
登

録
は
10
人
ま
で
と
し
、
部
門
別
の
基

準
を
満
た
す
こ
と
（
試
合
は
７
人
で

行
う
）

▼
募
集
期
限　

２
月
26
日
（
月
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

―加藤文太郎

記念図書館・

浜坂公民館合

―加藤文太郎

記念図書館・

浜坂公民館合

絵
本
に
親
し
む
会

▼
と
き　

２
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

　

‐
浜
坂
公
民
館
・
図
書
館
合
同

　
　

手
づ
く
り
教
室
‐

「
押
し
絵
」
参
加
者
募
集

　

か
わ
い
い
押
し
絵
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

２
月
25
日
（
日
）

 　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

広報しんおんせん（2月号）

H19（2007）.2.8

募　

集

「湯村温泉おもてなし講座」受講生募集

　新温泉町を訪れたお客様に満足いただけるよう、
住民の皆さまに町の歴史や文化、観光名所などを学
んでいただく「おもてなし講座」を開講します。

◆日　程　平成 19年 3月～ 20年 3月まで
　　　　　講座は毎月１回程度開催予定
　（注）日時、開催場所など詳細については、申込者に後日連絡。
◆主　催　温泉町観光協会
◆内　容　◇歴史、文化、温泉、自然、食などの講義
　　　　　◇荒湯の活用や名所を歩くなどのお楽し
　　　　　　み体験講座
　※講座は約 1年で終了します。知識を身に付ける
　　だけでなく、講座終了後には観光ボランティア
　　として活躍する機会もあります。
◆申込方法　電話、ハガキなどで、住所、氏名、年齢、電
　　　　　 話番号を温泉町観光協会までご連絡ください。
◆募集期限　2月 23日（金）

‐ 問い合わせ ‐
温泉町観光協会（新温泉町湯 98）

℡（0796）92-2000
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I N F O R M A T I O N
H19（2007）.2.8

「
第
１
回
新
温
泉
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▼
と
き　

３
月
４
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
出
場
資
格

　

本
町
に
在
住
若
し
く
は
在
勤
す
る
人

で
18
歳
以
上

▼
部
門
（
チ
ー
ム
編
成
）　

①
男
性
の
部

②
女
性
の
部
（
町
外
者
で
も
可
。
ま
た

高
校
生
を
２
人
ま
で
出
場
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

２
月
26
日
（
月
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　
（
浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
４
４

広報しんおんせん（2月号）

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

2月14日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

2月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

2月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

2月15日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

2月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

建
物
共
済
加
入
相
談

期　日 時　間 場　所 持参いただくもの 問い合わせ

3月  2日（金） 午後3時～ 6時30分 浜坂多目的集会施設

（新規）
印鑑、建物の延
べ床面積がわか
るもの

（継続）
建物共済加入申
込書、印鑑

美方郡広域事務組合
TEL（0796）92-2410

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

2月21日（水） 午後1時30分～ 3時30分 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」

弁護士による法律
相談。予約制

社会福祉協議会
TEL（0796）92-1866

3月17日（土） 午後1時～ 4時 豊岡市民会館 司法書士による法
律相談。予約制

県司法書士会但馬支部
TEL（079）665-8025

各種相談のご案内
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平
成
19
年
第
１
期
「
走
る
県

民
教
室
」
利
用
団
体
の
募
集

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

に
民
間
の
貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
て
、

県
や
市
町
の
施
設
を
見
学
す
る
場
合
、

バ
ス
代
金
の
２
分
の
１
（
限
度
額
・
１

日
コ
ー
ス
５
万
円
、
１
泊
２
日
コ
ー
ス

10
万
円
。
た
だ
し
、
但
馬
地
域
内
で
の

宿
泊
は
５
万
円
）
を
県
が
助
成
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

２
月
19
日
（
月
）
～

　

３
月
２
日
（
金
）

▼
対
象
団
体　

但
馬
地
域
の
自
治
会
、

高
齢
者
、
女
性
及
び
青
少
年
団
体
な

ど
（
20
人
以
上
）

▼
条
件

◇
１
日
コ
ー
ス　

県
の
施
設
を
２
ヵ
所

以
上
、
ま
た
は
県
及
び
市
町
の
施
設

を
そ
れ
ぞ
れ
１
ヵ
所
以
上
見
学

◇
１
泊
２
日
コ
ー
ス　

県
の
施
設
を

３
ヵ
所
以
上
ま
た
は
県
の
施
設
を

２
ヵ
所
以
上
と
市
町
の
施
設
を
１
ヵ

所
以
上
見
学

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局

　
　

企
画
調
整
部
企
画
調
整
担
当

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納
が
大
変
お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

毎
月
納
め
て
い
く
ほ
か
に
、
１
年
分
や

６
ヵ
月
分
を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
め

る
方
法
（
前
納
）
も
あ
り
ま
す
。
前
納

制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、
毎

月
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割
り
引
か

れ
て
大
変
お
得
で
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納

す
る
と
、
納
付
書
で
前
納
す
る
よ
り
も

さ
ら
に
お
得
で
す
。

平
成
19
年
４
月
か
ら
口
座
振
替

で
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
１
年
前
納
、

６
ヵ
月
前
納
を
お
申
し
込
み
さ
れ
て

い
る
人
は
、
再
度
の
お
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
早
割
な
ら
毎

月
納
付
で
も
お
得
で
す

　

口
座
振
替
に
は
１
ヵ
月
の
前
納
制
度

（
早
割
）
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
振
替
日

は
翌
月
末
で
す
が
、
早
割
は
当
月
の
保

険
料
が
当
月
末
に
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
。
早
割
に
す
る
と
、
１
ヵ
月

あ
た
り
保
険
料
が
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

県
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

県
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
な
お
、
入
札
の
参
加
に
は

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
売
却
物
件

▼
入
札
日
時　

３
月
２
日
（
金
）

　

午
後
２
時
30
分
～

▼
入
札
場
所　

兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎

（
豊
岡
市
）

▼
申
込
期
間　

１
月
31
日
（
水
）
～

　

２
月
21
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
企
画
管
理
部
財
産
管
理
室

　

℡（
０
７
８
）３
４
１
‐
７
７
１
１（
代
）

所在地 新温泉町芦屋字
水尻863番地124

面　積 181.15㎡
地　目 宅地

1 年前納 6 ヵ月前納

定額保険料
166,320 円 83,160 円

（月額 13,860 円
× 12ヵ月）

（月額 13,860 円
× 6ヵ月）

納付書（現金）で前
納した場合

163,370 円 82,480 円
（2,950 円割引） （680 円割引）

口座振替で前納した場合 162,830 円 82,220 円
（3,490 円割引） （940 円割引）




